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大谷大学（所在：京都市北区 学長：一楽 真）は、教員と学生、大学院生と学部生が、自身の研究分野を
拠点に、分野を越えた交流を実現する施設アカデミックコモンズとして、「総合研究室」をリニューアル
します。9月18日（水）13時20分～に学内者向けの内覧会を開催しますので、ぜひ取材賜りますようお願
い申しあげます。

キャンパス内の学びのエリアが拡大！学際的な交流を実現するアカデミックコモンズ

「総合研究室」リニューアルオープン！
2024年9月18日(水) 13時20分～内覧会開催

ー9月22日（日）はオープンキャンパスで4学部10学科・コースのワークショップを開催－

内覧会 概要
■実 施 日：2024年9月18日（水）13時20分～
■会 場：大谷大学 響流館3階 総合研究室

(13時10分に入学センター集合)
■取材申込：右記、連絡先にお問い合わせください。
■備 考：当日は総合研究室主任の村山保史（文学部

哲学科教授）による総合研究室改修の趣旨
説明の後、質疑応答が可能です。

リニューアル概要

▼分野を越えて行き来できる
各研究室を仕切る壁はなくワンフロアです。研究室ごとに専門分野
の図書を配架し、利用者はすべての分野の図書を自由に使えます。
どの研究室からでも印刷や複写ができるようにプリンターとコピー
機が置かれています。
▼各研究室で助教に相談できる
各研究室に助教がいます。専門分野の質問や論文・レポートの書き
方など、どの研究室でも助教に相談しながら研究ができる環境に
なっています。

▼自由にグループワークや勉強会ができる
各研究室に加え、中央エリア席や3つのワークショップルームがあ
ります。ワークショップルームは、セミオープンタイプ、個室タイ
プなど、用途に合わせて自由に利用できる作りです。打ち合わせや
グループワーク、勉強会がいつでも開催できます。

新しい総合研究室は、教員と学生が自身の研究分野を拠点としなが
ら、専門分野を越えて交流する場（アカデミックコモンズ）となる
こと、そして学生の居場所となることを目的にデザインされた見通
しのよいワンフロアに、4つの研究室と交流エリアを配置しました。

取材希望の申し込み先

大谷大学 入学センター
［担当］後藤・野路・三池

TEL：075-411-8114
FAX：075-411-8160

MAIL : nyugaku-koho@sec.otani.ac.jp



■実施日 ：2024年9月22日（日）13:30～14:30
■会場 ：大谷大学 響流館3階 総合研究室
■実施内容 ：各学科の体験型ワークショップ
【実施例】

本件に関する報道関係者様からのお問い合わせ先

大谷大学 入学センター
TEL：075-411-8114 / FAX：075-411-8160 MAIL : nyugaku-koho@sec.otani.ac.jp

［担当］後藤・野路・三池

人間教育の場であり、学生たちの研究交流の場である総合研究室は、2001年に竣工した真宗総
合学術センター「響流館」の一施設として開室されました。その後20年以上が経過し、その間
に大谷大学では、伝統的な教育理念を時代に応じて具体化するために将来構想のビジョンを定
め、学内外のニーズに応じて複数学部への再編、研究科の名称変更、新教室棟「慶聞館」をは
じめとする総合整備を行ってきました。総合研究室の改修はこうした具体化のひとつであり、
総合研究室がこれまで以上に、教員と学生（大学院生と学部生）が自身の研究分野を拠点とし
ながらもそれを越えて交流する場となること、そして、学生の居場所となることを目的とした
ものです。
これにより、「慶聞館」が創出する学生の主体的な学びとの場と、教育・学術研究の拠点「響
流館」にある総合研究室が有機的に繋がり、学びのエリアがさらに拡大することになります。

オープンキャンパスイベント／総合研究室ワークショップ

真宗学科 仏典を読むための基礎的な学びを実践してみよう

哲学科 哲学カフェ

文学科 古典籍に触れよう

現代社会学科 「聞き取り調査」を体験してみよう！

幼児教育コース 絵本が広げる保育の世界

国際文化学科 体験型異文化理解

大谷大学について

大谷大学は、1665（寛文5）年の江戸時代、京都・東六条に創
設された東本願寺の学寮をその前身としています。その後、い
くたびかの変遷を経て、1901（明治34）年、近代的な大学と
して東京・巣鴨の地に開学。1913（大正2）年、現在の地に移
転開設しました。
親鸞の仏教精神に基づき、“人材”ではなく“人物”の育成を目標
とする学び「人間学」を教育・研究の根幹とし、広く一般社会
へ開かれた大学として確かな歩みを続けています。2021（令
和3）年には、近代化120周年を迎えました。
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